
縄文ファッションストリート参加者募集中
だヨ！「広報みと」8月15日号を見てネ！
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水戸市の人口　人口…268,974人（男131,840人、女137,134人）　世帯数…124,792世帯　－令和3年8月1日現在　推計（平成27年国勢調査確定値基準）－

今月のダイダラボウSの趣
味は、温泉巡り。「拓本」に
ついて教えてくれるよ。

　　　
　

古
代
の
寺
で
あ
る
台
渡
里
廃
寺
か
ら
出
土
し
た

瓦
の
中
に
、「
蓮れ

ん
げ
も
ん

華
文
」や「
唐か

ら
く
さ
も
ん

草
文
」な
ど
、
美
し

い
文
様
が
施
さ
れ
た
瓦
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

そ
の
瓦
の
文
様
や
、「
傷
」に
ま
つ
わ
る
お
話
を
紹

介
し
ま
す
。
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ダイダラボウのひとりごと
～アナログの技術もすごいんだぞ！～

　現場作業のあとは、大量に出た遺物に
ついての記録を残すため、発掘調査の成
果をまとめた一冊の報告書をつくるよ。
その整理作業では、土器や瓦の文様を正
確・鮮明に記録できる「拓本」という方法
が役に立つんだ。
　拓本は、今から千年以上前から中国で
行われていたよ。遺物に湿らせた紙を当
て、綿で黒い墨をやさしく押し当てると
鮮やかに文様が現れる仕組み。写真では
見えないような表面の凹凸までわかるか

ら、デジタルの技術が進んでも、アナログの
技術だって負けてないなあ…と実感するよ。
　完成した拓本は、報告書の中で、正確な大
きさで記録する実測図と並んで掲載されるん
だ。ながく活用される資料になるんだよ。

拓本作製の様子

　

寺
な
ど
の
屋
根
の
軒
先
を
飾
る
瓦
に
は
、
蓮
華
文
や

唐
草
文
な
ど
、
美
し
い
文
様
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
文
様
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
仏
を
象
徴
す
る
植
物
で

す
。
瓦
の
文
様
は
、
木
製
の
型
に
粘
土
を
詰
め
て
作
り

ま
す
。
型
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
同
じ
文
様
の
瓦
を
大

量
生
産
で
き
る
の
で
す
。
瓦
の
型
を「
笵は

ん

」と
呼
び
、
同

じ
笵
で
作
っ
た
瓦
を「
同ど

う
は
ん
が
わ
ら

笵
瓦
」と
呼
び
ま
す
。

　

離
れ
た
二
つ
の
遺
跡
で
、
同
范
瓦
を
確
認
で
き
た
例

が
あ
り
ま
す
。
水
戸
市
内
の
台
渡
里
廃
寺
の
瓦
が
、
石

岡
市
内
の
常
陸
国
分
寺
の
瓦
と
同
范
だ
っ
た
の
で
す
。

平
安
時
代
、
寺
の
瓦
は
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
区
が
管
理
す

る
窯
で
作
ら
れ
る
の
が
一
般
的
。
常
陸
国
分
寺
の
瓦
が
、

台
渡
里
廃
寺
で
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
は
ず
で
し
た
。

　

当
時
、
国
の
寺
だ
っ
た
常
陸
国
分
寺
。
な
ぜ
、
そ
の

瓦
が
地
方
の
寺
で
あ
る
台
渡
里
廃
寺
に
渡
っ
た
の
か
。

そ
れ
を
考
え
る
と
、
二
つ
の
寺
の
強
い
関
係
性
が
見
え

て
き
ま
す
。
常
陸
国
分
寺
の
造
営
や
補
修
に
、
台
渡
里

廃
寺
に
関
係
す
る
那な

か
の
こ
お
り

賀
郡
の
職
人
が
積
極
的
に
協
力
し

た
事
実
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

た
だ
、
一
見
同
じ
文
様
に
見
え
て
も
、
同
笵
瓦
と
は

限
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
同
笵
瓦
か
ど
う
か
を
確

か
め
る
証
拠
と
な
る
の
が
、
型
で
あ
る
笵
の「
傷
」で
す
。

笵
は
木
製
で
、
長
く
使
用
す
る
と
当
然
傷
が
で
き
ま
す
。

こ
の
傷
が
、
瓦
の
文
様
に
も
写
し
出
さ
れ
る
こ
と
で
、

同
笵
瓦
で
あ
る
こ
と
の
動
か
ぬ
証
拠
と
な
る
の
で
す
。

　

同
笵
瓦
を
と
お
し
て
、
当
時
の
職
人
の
技
術
や
、
地

域
間
の
交
流
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
古
代
の

職
人
が
、
傷
ん
だ
笵
を
捨
て
ず
に
、
大
切
に
使
っ
て
く

れ
た
お
か
げ
な
の
で
す
。
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①�素縁単弁二十葉蓮華文軒丸瓦（台渡
里廃寺跡出土、常陸国分寺出土と
同范瓦）

②�軒丸瓦の木製范（複製品、香川県三
豊市宗吉瓦窯展示資料）

③�上：蓮華文軒丸瓦　下：唐草文軒
平瓦（石岡市瓦塚窯跡（※）出土）

　（※）常陸国分寺瓦の生産遺跡。

①� ②�

③


